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研究成果の概要（和文）： 熱帯アフリカ諸国で近年改訂された森林法では、森林に対する住民の慣習的権利が言及さ
れるようになったが、慣習的利用の実態やその認定、利害関係者との調整等については明確に定められていない。本研
究では、これらの森林法の問題点を指摘するとともに、現地調査によって、森林の土地・資源の利用実態や、非木材森
林産物の自給用及び現金収入源としての重要性を把握した。また、住民による森林利用の空間的、時間的分布をGPS等
を使って可視化し、森林を重複利用する民族その他の社会集団間の慣習的利用状況とその相互認知を促進させ、持続的
森林利用とそれをめぐる地域住民の共存体制を確立するための基礎資料を得た。

研究成果の概要（英文）：While new forestlaws in central African countries refer to the people's customary 
rights to the forests for the first time, actual situation and recognition of customary forest use have no
t been clearly understood. The way to adjusting the conflicting interests among various stakeholders are n
ot well established. This study pointed out various problems in the recently revised forest laws in centra
l African countries. It also documented actual customary land and resource uses, based on the fieldworks i
n Cameroon and other countries. The importance of non-timber forest products (NTFPs) for subsistence and c
ommercial purposes were also clarified. The spatio-temporal patterns of customary forest use are mapped an
d visualized by using GPS, thus facilitating the mutual understanding of forest uses by different groups o
f local people. In these ways, the study provided the basic data for establishing sustainable use of the f
orest resources.
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１．研究開始当初の背景 
近年、熱帯アフリカ諸国では森林法の改定

が行われた。この改定の趣旨は、森林の保護
と持続的な利用を促すことであり、そのため
に、森林の国家への帰属を明確にするととも
に、適切な方法で伐採区画や自然保護区域、
住民利用区域等のゾーニングを実施しよう
というものであった。この背景には、森林伐
採から生まれる利益がほとんど住民の福祉
に貢献することがないまま、森林破壊が加速
するといった状況があった。改定された森林
法はこのような商業伐採のコントロールと
伐採収入が現地住民に還元されることを企
図したものである。また、最近になって改訂
された森林法では、森林資源に対する慣習的
権利が言及されているが、森林に対する慣習
的権利が実際にどの程度、どのような形で認
められるか、あるいはその確立方法について
もまだ定められていないのが実情であった。 
 一方、近年になって、木材の供給源以外に、
森林が有する新たな価値に目が向けられる
ようになった。すなわち、森林は、膨大な量
の炭素を固定し隔離するものであり、また水
源確保や土壌維持、さらには観光資源などの
多種多様な環境サービス機能を果たすもの
であることが強調されようになった。また、
薬用、食用、物質文化などのいわゆる住民が
慣習的に利用する非木材資源の供給源とし
ての重要性に対する理解も深まっており、住
民の貧困削減にとって非木材産物がもつ価
値が認識されるようになった。このような認
識をもとに、森林のもつ環境サービス機能と
住民による非木材資源の利用を結合させた
あたらしい森林保全のあり方が、地球環境維
持と地域の貧困削減を共に達成する方法と
して検討されるようになった。 
 しかし問題は、「森林の慣習的利用」の実
態が把握されていない点である。慣習的権利
の確立のためには、現地における森林利用の
実態と、森林をめぐる利害関係者の特定と調
整方法等に関する詳細なケース・スタディが
不可欠であるが、これらに関する情報はきわ
めて不十分であった。 
 
２．研究の目的 
 熱帯アフリカ諸国で近年相次いで改訂さ
れた森林法において、森林に対する住民の慣
習的権利がはじめて言及されたが、慣習的利
用の実態やその認知方法、利害関係者の調整
方法については明確に定められていない。本
研究では、近年、熱帯アフリカ諸国で制定・
改訂された森林法の比較検討から、それらの
特徴と問題点を明らかにするとともに、現地
調査によって森林利用の実態を明らかにす
る。その上で、地域の住民組織を基礎にして、
森林資源を重複して利用する集団間の利害
関係を調整する方法について検討する。これ
らの作業を通して、慣習的権利の確立とその
相互認知を促進させ、持続的森林利用とそれ
をめぐる地域住民の共存体制を確立するた

めの基礎資料を得る。 
 
３．研究の方法 
 慣習的利用の実態と権利の確立、及び森林
利用をめぐる地域住民の共存に向けて、以下
のような計画にしたがって研究をすすめた。    
まず、慣習的権利の認知に向けて徐々に進

化してきたアフリカ諸国の森林法の比較検
討をおこなった。つぎに、現地調査によって
慣習的利用の実態把握と、森林利用をめぐる
社会関係、民族関係の把握に努めた。現地調
査では、とくに「樹を伐らずに森を利用する」
ことができる「非木材森林産物（NTFPs）」の
利用に焦点を当てた。さらに、これらをもと
に、異なる集団間の利害調整方法について検
討し、慣習的権利の確立と地域社会における
多民族共存に向けた探求をおこなった。 
 研究方法としては、国内におけるインター
ネット等を含む文献資料の検討、海外研究機
関における文献等資料と研究情報の収集、そ
して中核的な方法としてアフリカにおける
現地調査を遂行した。また、国内外の学会、
シンポジウム、ワークショップ等において成
果の発信をおこない、現地からのフィードバ
ックをも得るように努めた。 
現地調査は主として中央アフリカのカメ

ルーンにおいて実施したが、この地域では現
在、熱帯雨林の大規模伐採と自然保護計画が
同時に進行し、住民がそれらの板挟みにあっ
ている。熱帯雨林における生態学及び人類学
的研究に詳しい現地研究者や、GPS を用いた
participatory mapping(参加型の土地・資源
利用図作成）を先駆的に進めてきた海外共同
研究者を加え、研究会や現地調査を通して最
新の研究情報の交換や成果をめぐる意見交
換にもつとめた。なお、現地調査や研究会に
あたっては、連携研究者や研究協力者（大学
院生等）の積極的な参加を得た。 
 
４．研究成果 
（１）森林法の比較検討 
最近アフリカ各国で相次いで制定された

新しい森林法に関する資料を集め、それらの
比較検討をおこなった結果、森林の土地は国
有地とされているものの、森林資源に対する
地域住民の慣習的権利が次第に認知される
傾向にあることがわかった。しかし現在でも、
慣習的権利の確立には問題がある例が多く、
カメルーンなど比較的初期に森林法の改訂
が行われた国はもとより、コンゴ民主共和国
等の最近になって改訂が行われた国でも、実
際の権利の確立方法や、伐採、大規模農地開
発等との競合状態の調整等に関する実施方
法や法整備が遅れている状態であり、現行の
森林法には問題が多いことが明らかになっ
た。また、最近になって、国際援助機関や NGO
等の働きかけにより、 森林居住民の慣習的
利用に対する認知が深まり、森林法の見直し
の動きが出ていることも明らかになった。 
 



（２）NTFPｓ(非木材森林産物)の文化的、経
済的価値とその変化 
 中央アフリカ、とくにカメルーン東部州な
どにおいて、住民の生計及び家計における森
林産物の利用を調査し、それらのもつ文化的、
経済的意義とその変化について明らかにし
た。カメルーンでは地域住民が食生活、とく
に副食の9割以上を森林産物に依存している
こと、また、非木材森林産物は狩猟採集民の
現金収入源としてもっとも重要であり、農耕
民にとってもカカオに次ぐ重要性を有して
いることなどを明らかにした。また、最近で
は伐採事業などがもたらした現金経済化や
消費経済の浸透、さらには伐採に替わる森林
利用として注目されていることなどから、獣
肉その他の非木材森林産物の商品化が急速
に進んでおり、資源の持続性が問題となって
いることを指摘した。長い間の内戦でインフ
ラが荒廃したコンゴ民主共和国では、稀少な
換金産物として野生獣肉に対する需要が高
まり、すでに資源の枯渇が進んでいることが
判明した。 
 
（３）森林利用の可視化 
 GPS を利用した森林利用調査を先行してい
る連合王国の研究者と連絡をとり、実施のた
めのノウハウなどについて議論したのち、現
地においてまず、小規模の participatory 
mapping（参加型の地図製作）のためのデー
タ収集を試み、実施にあたっての問題点を把
握・検討した。 
 森林利用の地図化については、カメルーン
東部州の住民と協力して、GPS、簡易測量具
による土地・資源利用の地図化を進め、集落
周辺の耕地及び休閑地と、そこに生育する有
用樹種の調査をおこなった。土地利用調査か
らは、年間開墾面積の 140 倍に相当する土地
が利用可能であり、現行の農業水準ならば、
十分に持続可能であることが判明した。また、
資源とその採取場所、活動域などを GPS によ
り記録し、地図化のための資料を収集した。
さらに、野生ヤムイモの分布地域を GPS で正
確に把握し、ヤムの採取・利用がその分布に
影響を及ぼしていることを示し、森林資源に
対する慣習的権利の基盤に生態学的な根拠
があることを指摘した。 
 
（４）慣習的利用をめぐる社会関係、民族関
係 
 森林資源の利用にかかわる地域の利害関
係を明らかにした。まず、森林の慣習的利用
の担い手である住民の基礎調査を実施し、調
査地の人口構成、民族構成、親族関係等の社
会関係を明らかにした。つぎに、同所的に生
活する狩猟採集民や焼畑農耕民など、生業様
式や経済力、政治的地位等が異なる集団間の
森林利用をめぐる競争、相互依存、優劣関係
などについて把握し、アフリカの他地域の例
を参考にしながら、両者の共存を可能にする
体制を検討した。 

カメルーンでは、国際NGO等の援助により、
住民による森林の共同管理区（コミュニテ
ィ・フォレスト）が認められているが、その
利用と管理、及びそれらの問題点に関する調
査をおこなった。調査地域ではこのほかにも、
最近になって各種の住民組織が設立されて
いるが、それらの種類と構成、役割と活動内
容、そしてそれらの組織が抱える既得権益等
の問題等を明らかにした。 
 
（５）以上のような調査研究活動の成果を国
内外の学会、研究会等において発表した。と
くに、日本アフリカ学会(2013年5月、東京）、
International Conference on Congo Basin 
Hunter-gatherers (September 2011, 
Montpellier, France）、11th Conference of 
International Society of Ethnobiology 
(May 2012, Montpellier, France)、10th 
Conference on Hunting and Gathering 
Societies (June 2013, Liverpool, UK)、
Conference on African Forests and 
Institution, (September 2013, Paris)など
において発表したほか、2012 年 11 月末及び
2014 年 2 月中旬には、カメルーンにおいて、
現地研究者や住民代表、調査補助者を招いて
ワークショップを開催し、成果の発信とフィ
ードバックに努めた。また、これらの成果を
まとめた報告書を英文学術誌（African Study 
Monographs) の特集号として出版した。 
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